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はじめに 

 

このたびは、地すべり計測データ図化システム「GGRAPH Version 7」をお買い求めいただき、誠にありがとうござ

います。 

この取り扱い説明書は「GGRAPH Version 7」の補足説明書です。バージョンアップに伴う変更点、操作上の注意

などについて説明してあります。 

 

 

これまでの GGRAPH の開発経緯 

GGRAPH バージョン 内容 

Version1 グラフ作図 

Version2 回帰分析機能 

孔内傾斜計の倒れ補正 

Version3 柱状図作図機能 

XML 出力 

Version4 崩壊予測機能 

散布図 

Version5 孔内傾斜計の傾斜補正と検定機能 

"しきい実効雨量解析"による効果判定機能 

Version6 GPS、タイムライン 

平面図、断面図 

排水ボーリングの機能低下グラフ 
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1. 追加機能の概略 
 

「GGRAPH Version7」では、以下の機能を追加しました。以降、各機能について、説明します。 

 

機能 内容 

新計器 計器の種類にクリノポール、アンカー荷重計、流量計を追加 

グラフ描画 

の向上 

グラフで扱う共通色(16 色)を変更できる「カラーパレット設定」を追加 

変位柱状図で、個別スタイル設定が可能 

変位柱状図の柱状記号入力において、柱状図模様のパターンを追加 

変位柱状図の 3DCAD への出力する機能 

作図項目「孔内傾斜計(変位柱状図)」「パイプ式歪計(歪柱状図)」で X と Y の描

画順の設定を追加 

散布図で、複数データをまとめて出力できる機能 

深度別変動図で基準日を複数設定することが可能 

孔内水位と降水量に「枠の範囲内で作図する」機能を追加 

グラフに配置する文字列・引出線・寸法線・バーの文字列を 2 段表示ができる

よう対応 

グラフにバー(長方形)オブジェクトを配置できる機能を追加 

現場記事の一覧の記事項目を文字列として配置する機能を追加 

区切り線の単位を 1 ヵ月、3 ヵ月、半年、1 年から設定することが可能 

システム共通の「空白(欠測値)の描画」設定を、各作図項目ごとに設定可能 

利便性 

の向上 

計器入力画面で、指定日にカーソルを移動させる機能を追加 

計器入力画面で、観測日時の範囲指定をしてコピーおよび削除する機能を追加 

グラフに配置する文字列・引出線・寸法線・バーに日時情報を設定できる機能

を追加 

グラフ作図期間の自動更新機能を追加 

グラフの一括印刷および一括 CAD 出力の機能を追加 

計器データの一括入出力機能を追加 

孔内水位・気象データの印刷で、年月報を出力する際に、出力範囲を指定でき

るように対応 

Excel 出力において、観測値などのセル書式が「数値」として出力 

観測データ名称の最大文字数を半角 16 文字から半角 60 文字に拡張 

解析機能 

の向上 

時間単位の降水量での実効雨量を作図できるように対応 

回帰分析の回帰分析対象データを増やし、時間単位で計算できるように対応 

回帰分析で指定した計器の全相関図を一括出力する機能を追加 
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機能 内容 

平面図機能 
地盤伸縮計の変動量を表示可能 

CAD およびシェープファイル出力機能を追加 

その他 

孔内水位の地下水位 GL-に対して、パイプ高を考慮するかの選択ができる機能

を追加 

孔内傾斜計とパイプ式歪計が時間単位の場合に、「"日"間隔にまとめてコピー」

機能を追加 

観測データに対して「小数桁を“3 桁”→“4 桁”にしてコピー」「小数桁を“4

桁”→“3 桁”にしてコピー」の機能を追加 

孔内傾斜計とパイプ式歪計のテキストファイル読込において、既存のデータと

同じ日付のデータが読込ファイルにもあった場合に「スキップする」か「上書

きして補正係数をリセットする」設定を追加 

グラフに配置する引出線の線種を追加 

グラフの GPS で、標高 Z の作画方法に標高値で作図する機能を追加 
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2. 計器の種類にクリノポール、アンカー荷重計、流量計を追加 
 

(1)計器の登録 

 

[計器]をクリックして、計器の新規登録画面を開きます。 

 

 
 

 

計器の選択から計器を選択します。新規追加された項目は、以下の通りとなります。 
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(2)データ入力 

追加した計器をダブルクリックし、データ入力画面を開きます。入力方法は、その他の計器と同じ入力と

なります。 

 

 
 

 

(3)変動図の作成 

データ一覧ウィンドウのグラフフォルダをクリックし、ポップアップメニュー[グラフの新規登録]をクリ

ックします。グラフの作図項目の設定を行い、作図します。 
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■作図項目 

クリノポール アンカー荷重計 流量計 

X 軸 / Y 軸 / 合成 / 気温 /角速度 変動図 

傾斜方向図 
アンカー荷重計変動図 流量計変動図 

 

 

（例：A3-クリノポール(その１)） 

 
 

 

（例：A3-クリノポール(その２)） 
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3. グラフで扱う共通 16色を変更できる「カラーパレット設定」を追加 
 

メニュー[設定]-[カラーパレット設定]をクリックします。カラーパレット設定画面が開きます。カラーパレ

ットには 16 色が設定されています。この色設定は、グラフ描画の色選択のコンボボックスに反映されます。 

 

 
 

色を変更するには色のセルをダブルクリックし、色の設定画面を開きます。色を指定して<OK>ボタンを

クリックすると、色が変更されます。もしくは、RGB それぞれの数値を変更することで色の変更が行えま

す。このカラーパレットは現場データに保存されます。 

 

 
 

 

 

 

 

  

色が変更されます 
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4. 変位柱状図で、個別スタイル設定が可能 
 

変位柱状図の詳細設定で、観測年月日ごとに線種等の個別スタイルを設定できるようになりました。 

 

 

 
 

個別スタイルの[...]ボタンをクリックすると、個別スタイルの設定画面が開きます。ここで色、線種、マ

ークの設置を観測日ごとに行うことができます。また、一括設定を行う場合は、[一括選択]および[一括解

除]ボタンから行うことができます。 
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5. 変位柱状図の柱状記号入力において、柱状図模様のパターンを追加 
 

「ボーリング柱状図作成及び ボーリングコア取扱い・保管要領(案)・同解説」(平成27年6月)(一社)全国

地質調査業協会連合会 社会基盤情報標準化委員会 から160土質パターンを柱状図模様に追加しました。 
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6. 変位柱状図の 3DCADへの出力する機能 
 

クリノポールおよび変位柱状図の観測データを 3DCAD へ出力することができます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3DCAD 出力 

【クリノポール】 【変位柱状図】 
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（1）クリノポール 

グラフ上でマウスを右クリックし、ポップアップメニュー[3DCAD(DXF)]-[クリノポール]をクリックしま

す。 

3DCAD(DXF)出力画面で、出力先を設定します。次に、出力を行うセンサー名を選択し、スケールは

「ポール長さ」、「計測値（角度）」から選択を行います。倍率の設定を行い、出力を行うと 3DCAD へ出力

することができます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

（2）変位柱状図 

変位柱状図グラフ上でマウスを右クリックし、ポップアップメニュー[3DCAD(DXF)]-[その他（柱状図）]

をクリックします。 

3DCAD(DXF)出力画面で、出力先を設定します。次に、出力を行うグラフを選択し、設定ボタンから変

位柱状図の詳細設定を行います。3DCAD 出力できる作図パターンは、パターン B（姿図）のみとなりま

す。詳細設定後、出力を行うと 3DCAD へ出力することができます。 
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7. 作図項目「孔内傾斜計(変位柱状図)」「パイプ式歪計(歪柱状図)」で Xと Yの描画順の

設定を追加 
 

柱状図の作図パターン A【経日変化図】を選択している場合に、グラフの描画順を設定できるようになり

ました。旧バージョンでは、Y が必ず前面に描画されていましたが、描画順の設定を行うことで、X を前面

もしくは、Y を前面に描画することができます。 

 

 

 
 

 

【X を前面】                   【Y を前面】 
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8. 散布図（複数データ一括閲覧）追加 
 

散布図を複数まとめて出力することができるようになりました。作図項目のプルダウンメニューから「散

布図（複数データ一括閲覧）」を選択してください。X 軸データ、Y 軸データ、作図データを設定すること

で、一括出力することができます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[散布図出力] 
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9. 深度別変動図で基準日を複数設定することが可能 
 

孔内傾斜計、パイプ式歪計、多層移動量計の深度別変動図を作図する際の基準日を、複数設定できるよう

になりました。 

 

 
 

 

 

 
  

基準日を複数設定可能 
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10. 孔内水位と降水量に「枠の範囲内で作図する」機能を追加 
 

孔内水位と降水量の詳細設定に、□枠の範囲内で作図する  チェックボックスを追加しました。このチェ

ックボックスをオンにすると、枠を超える折れ線グラフは描画されません。 
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【枠の範囲内で作図するがオフの場合】 

 

 
 

 

 

【枠の範囲内で作図するがオンの場合】 
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11. グラフに配置する文字列・引出線・寸法線・バーの文字列を 2段表示ができるように対

応 
 

グラフに配置する文字列、引出線、寸法線、バーに表示する文字列を 2 段表示ができるように対応しまし

た。 
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12. グラフにバー(長方形)オブジェクトを配置できる機能を追加 
 

グラフにバーオブジェクトを配置できるようになりました。 

 

 
 

 

グラフウィンドウで右クリックし、ポップアップメニューの[バーの編集]→[追加]をクリックします。もし

くは、グラフウィンドウにある下図のアイコンをクリックしてください。 

 

 
 

このコマンドを実行すると、マウスポインタの表示が ＋ となります。追加したい場所にこのマウスポイ

ンタを移動してクリックすると、下図にある<バーを追加>画面が表示されますので、ここで設定を行います。 
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配置後のバーの編集は、グラフウィンドウで右クリックし、ポップアップメニューの[バーの編集]→[一覧]

をクリックします。もしくは、グラフウィンドウにある下図のアイコンをクリックしてください。 

 

 

 
 

 

バーの位置情報は、始点および終点の X 座標、もしくは日付が表示されます。その他、バーの高さの中心

座標 Y とバーの高さ、文字列が一覧で表示されます。 

また、[書式]ボタンからフォント、色、線種、ハッチング等の設置を行います。 

 

 
 

 

配置されたバーをクリックすると、ドラッグ移動することができます。 

 

 
 

  

ドラッグ移動 
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13. 現場記事の一覧の記事項目を文字列として配置する機能を追加 
 

現場情報の現場記事に記載されている項目を、グラフに文字列として挿入する機能を追加しました。 

 

 
 

グラフウィンドウで右クリックし、ポップアップメニューの[文字列の編集]→[現場記事の追加]をクリック

します。もしくは、グラフウィンドウにある下図のアイコンをクリックしてください。 

 

 
 

このコマンドを実行すると、マウスポインタの表示が ＋Ａ となります。追加したい場所にこのマウスポイ

ンタを移動してクリックすると、下図にある<現場記事から文字列を追加>画面が表示されますので、ここで

設定を行います。 

 

 
 

   

現場記事を文字列で追加 
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14. 区切り線の単位を設定することが可能 
 

グラフの詳細設定で、区切り線を単位別（1 ヵ月、3 ヵ月、半年、１年）に表示できるようになりました。 

 

 
 

 

 

 

 
 

  

区切り線を表示 
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15. システム共通の「空白(欠測値)の描画」設定が作図項目ごとに設定可能 
 

旧システムでは、GGRAPH をインストールしたパソコンで共通の設定値を、グラフごとに設定すること

ができ、現場データとして保存できるようになりました。 

各グラフの詳細設定の全体タブで設定することができます。折れ線グラフ系統のグラフ描画で、データ入

力シートのデータが空白(欠測値)の場合、結線するかしないかを選択します。 
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16. 計器入力画面で、指定日にカーソルを移動させる機能を追加 
 

計器データ入力画面に、[指定日に移動]ボタンを追加しました。 

多くの観測データが入力されていると、表示したい観測日を探し出すことが難しいため、[指定日に移動]

ボタンで、指定する観測日へカーソル移動できるようになりました。 

 

 

 
 

 

[指定日に移動]ボタンをクリックすると、カレンダーが開きます。最終データの観測年月日が初期で表示さ

れます。指定する日付を選択して、OK ボタンをクリックすると、入力画面のカーソルが指定日に移動しま

す。 
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17. 計器入力画面で、計測日時の範囲指定をしてコピーおよび削除する機能追加 
 

計器データ入力画面から計測日時の範囲指定をして、データをクリップボードにコピーおよびデータ削除

を行うことができるようになりました。 

[範囲指定]ボタンをクリックすると、下図の画面が開きます。コピーもしくは削除の選択を行い、開始日付

と終了日付を設定してください。ただし、観測データ範囲以外の日付を設定しての操作はできません。 

孔内傾斜計、パイプ式歪計、多層移動量計の範囲指定は、削除機能のみとなります。 

 

 

 
 

 

 

 

 

（1）コピー 

範囲指定された観測データがクリップボードにコピーされます。 
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（2）削除 

範囲指定された観測データが削除されます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

  

1998/06/01 ～ 1998/08/01 の 

観測データを削除 
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18. グラフに配置する文字列・引出線・寸法線・バーに日時情報を設定 
 

グラフに配置する文字列・引出線・寸法線・バーに日時情報を設定できるようになりました。Version 6 ま

では、文字列等のオブジェクトを日時に合わせて配置する場合、グラフの作図期間を変えるたびにそれらの

配置を調整する必要がありました。オブジェクトに日時を設定することでこの手間が省けます。 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
  

配置された文字列が 

日時に連動 

観測データ追加 
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寸法線に日時情報を設定することで、作図期間を変更しても寸法線が日時と連動するため、再設定する必

要がありません。 

 

 
 

 
 

 

 

 
  

作図期間変更 

配置された寸法が 

日時に連動 
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19. グラフ作図期間の自動更新機能を追加 
 

グラフの設定の作図期間に、自動で更新機能を追加しました。また、手動で期間更新を行うための[期間更

新]ボタンも追加しました。 

観測データを更新するたびに、手動で作図期間を修正する必要がありました。□自動で更新 のチェックボ

ックスをオンにしている間は、グラフで利用しているデータから判断された開始日時と終了日時で作図期間

が更新され続けます。 
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20. グラフの一括印刷および一括 CAD出力の機能を追加 
 

作成済みのグラフを一括印刷および一括 CAD 出力できるようになりました。 

 

(1)グラフ一括印刷 

 

データ一覧ウィンドウで右クリックして、ポップアップメニュー[グラフ一括印刷]をクリックします。次の

画面が表示され、印刷する項目にチェックを付けることで、一度に印刷を行えます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[グラフの一括印刷] 
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(2)グラフ一括 CAD 出力 

 

データ一覧ウィンドウで右クリックして、ポップアップメニュー[グラフ一括CAD出力]をクリックします。

次の画面が表示され、CAD 出力を行いたい項目にチェックを付け、出力先を設定することで、一度に出力が

行えます。 

出力するファイル形式は、CRAFT5 形式、DXF 形式、SXF 形式、STEP AP202(p21)形式の 4 種類です。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[一括 CAD 出力] 
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21. 計器データの一括入出力機能を追加 
 

データ一覧ウィンドウで右クリックして、ポップアップメニューを表示すると、[一括データファイル書き

出し]と[一括データファイル取り込み]が表示されます。 

編集中の現場から、複数の計測データの書き出し、取り込みを行うことができるようになりました。 

 

 

 
 

 

(1)一括データファイル書き出し 

ポップアップメニュー[一括データファイル書き出し]をクリックすると、次の画面が開きます。 

現場に登録されている計器が一覧表示されます。書き出しを行う計器を選択してください。期間指定にチ

ェックをつけると、書き出しを行う期間を指定することができます。期間指定をしない場合は、全てのデー

タを書き出します。同時観測がある計器は必ず対でチェックが付きます。 
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(2)一括データファイル取り込み 

複数の計測データを一括で取り込みを行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポップアップメニュー[一括データファイル取り込み]をクリックすると、上図の画面が開きます。 

取り込み先フォルダを設定すると、フォルダ内にある計測データの一覧を表示します。取り込みを行う計

測データを選択してください。 

 

取り込みタイプは、「追加取り込み」と「一旦削除後に取り込み」の 2 種類から選択します。「追加取り込

み」は、登録されている最終データの後ろにデータを追加します。「一旦削除後に取り込み」は、すでに入力

済の計測データを削除した後、データを追加します。 

 

  

計測データ 

一括取り込み 
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22. 孔内水位・気象データの年月報出力で出力範囲を設定することが可能 
 

孔内水位および気象データの年月報を出力する場合に、出力範囲を設定できるようになりました。出力範

囲を設定すると、多年度の年報を一度に出力可能となりました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

多年度の年報を一度に出力することが可能です。 
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23. Excel出力において、観測値などのセル書式が「数値」として出力 
 

Excel 出力において、観測値などのセル書式を「数値」として出力できるようになりました。 
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24. 観測データ名称の最大文字数を半角 16文字から半角 60文字に拡張 
 

観測データ名称の最大文字数を半角 16 文字から半角 60 文字に拡張しました。 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、印刷では表示できる欄が固定となっているため、必ず表示できる文字数は半角 16 文字とします。 

 

[印刷例] 
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印刷で文字列がはみ出してしまった場合は、[印刷の設定]にて孔番号を編集することができますので、こち

らで表示を調整して出力をお願いします。 
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25. 降水量の実効雨量が時間単位で作図できるよう対応 
 

時間単位の降水量データでも実効雨量を作図できるようになりました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[作図例] 
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26. 回帰分析の解析対象データを追加し、時間単位でも計算できるように対応 
 

回帰分析の解析できる組み合わせを追加し、より多くの回帰分析が行えるようになりました。また、時間単位での計

算も可能となりました。 

 

Version 6 Version 7 

5 通り 90 通り 

基本データ  解析対象データ 

降水量(実効雨量) × 

孔内水位 

地盤傾斜計 

地盤伸縮計 

孔内水位 × 
地盤傾斜計 

地盤伸縮計 

 

基本データ  解析対象データ 

降水量(実効雨量) 

孔内水位 

地盤傾斜計 

地盤伸縮計 

アンカー荷重計 

流量計 

その他時系列 

積雪量 

融雪量 

気温 

× 

孔内水位 

地盤傾斜計 

地盤伸縮計 

アンカー荷重計 

流量計 

その他時系列 

積雪量 

融雪量 

気温 
 

 

 
 

実効雨量の解析式は、データ観測間隔で選択します。 

 

  【日単位】               【時間単位】 
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27. 回帰分析で指定した計器の全相関図を一括出力する機能を追加 
 

回帰分析の相関図を一括出力することができるようになりました。出力したい解析パターンを選択し、[グ

ラフ出力]ボタンをクリックすると、全ての相関図が Excel ファイルに出力されます。 
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28. 平面図で地盤伸縮計の変動量を表示可能 
 

平面図で地盤伸縮計の変動量を表示できるようにしました。 
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29. 平面図に CADおよびシェープファイル出力機能を追加 
 

平面図に CAD 出力およびシェープファイル出力する機能を追加しました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

CAD 出力 

シェープファイル出力 
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30. 孔内水位の地下水位 GL-に対して、パイプ高を考慮するかの選択ができる機能を追加 
 

孔内水位の入力方法に、「入力値－パイプ高＝地下水位 GL－とする」、「地下水位 GL－を入力する」の 2

種類から選択できるようにしました。「入力値－パイプ高＝地下水位 GL－とする」を選択した場合は、パイ

プ高を考慮した地下水 GL‐と標高を表示します。「地下水位 GL－を入力する」を選択した場合は、入力値

が地下水位 GL－となります。 
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31. 孔内傾斜計とパイプ式歪計が時間単位の場合に、「"日"間隔にまとめてコピー」機能を

追加 
 

孔内傾斜計、パイプ式歪計で、時間および分単位の場合に、「“日”間隔にまとめてコピー」する機能を追

加しました。 
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32. 観測データを「小数桁を“3桁”→“4桁”にしてコピー」「小数桁を“4桁”→“3桁”

にしてコピー」する機能を追加 
 

孔内水位、孔内傾斜計、その他時系列データの小数部桁数を変更する機能です。 

 

【小数部桁数を 3 桁→4 桁に変更】 

 

ポップアップメニュー[データ操作]-[小数桁を“3 桁”→“4 桁”にしてコピー]をクリックすると新規登録ダイアロ

グが表示されますので新しい計器名を入力してください。 

 

<データ一覧ウィンドウ> 

 
 

<新規登録ダイアログ> 

 
 

 

 

【小数部桁数を 4 桁→3 桁に変更】 

 

ポップアップメニュー[データ操作]-[小数桁を“4 桁”→“3 桁”にしてコピー]をクリックし、小数第 4 位の小数処理タ

イプ（四捨五入/切捨て/切り上げ）をクリックすると新規登録ダイアログが表示されますので新しい計器名を入

力してください。 

 

<データ一覧ウィンドウ> 

 
 

<新規登録ダイアログ> 
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33. テキストファイル読込において、既存のデータと同じ日付データがあった場合に「スキ

ップする」か「上書きして補正係数をリセットする」機能を追加 
 

孔内傾斜計・パイプ式歪計のテキスト読み込みの場合、[追加読込]または[データ一旦消去後、読込]かの読

み込みスタイルを選択できます。 

ファイルの読み込みスタイルを「追加読込（デフォルト）」を選択した場合は、下図の読み込みオプション

画面が開きます。読み込みオプションでは、[重複した日付データは置き換えてスキップする]か[重複した日

付データを置き換える（補正係数もリセットされます）]を選択し、読み込みを行うことができます。 
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34. グラフに配置する引出線の線種を追加 
 

引出線の線種を追加しました。線種は、実線（細）、実線（中）、実線（太）の 3 種類から選択することが

できます。 
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35. グラフの GPSで、標高 Zの作画方法に標高値で作図する機能を追加 
 

GPS の詳細設定において、標高 Z の作画方法に「標高値で作図する」機能を追加しました。Version 6 以

前では、「基準日からの差分で作図する」を選択した状態です。 
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36. その他の操作説明について 
 

この補足説明書には、「GGRAPH Version 7」の追加機能についてのみの説明となっております。「GGRAPH」全

体の説明については、ヘルプ機能を確認していただくか、ダウンロード購入の場合は、ダウンロードした圧

縮ファイルの Manual フォルダ内に入っている PDF を参照してください。 

 

■ヘルプ機能 

 

 
 

 

 
 

 

■ＰＤＦ 

取り扱い説明書（manual.pdf） 

 

 
 

 





 
 

サポート情報 

 

製品サポート情報 

当社では独自のユーザーサポートシステムを設け、オフィシャルユーザーとしてご登録いただいたユーザ

ーの方々に対し、きめ細かなサポートサービスを行っております。当社のアプリケーションについてのお問

い合わせは、｢問い合わせシート｣をご利用ください。 

 

オフィシャルユーザー登録につきましては、製品のご購入の時点でオフィシャルユーザーとして登録させ

ていただきます。製品発送時に、「ユーザー登録完了のお知らせ」を同封いたします。製品のお問い合わせに

は「ユーザー登録完了のお知らせ」をご用意の上、ご連絡ください。担当者変更の際には FAX または郵送に

てお知らせください。バージョンアップの情報提供などをご案内させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザーサポート連絡先 

〒921-8051 石川県金沢市黒田 1 丁目 35 番地 

五大開発株式会社 

ユーザーサポート係 

TEL 050-3385-2996 

{祝祭日と年末年始を除く月～金曜 9:00～12:00 13:00～17:00} 

FAX 076-240-9585 

 

ホームページアドレス http://www.godai.co.jp/ 

E-Mail アドレス  pp-info@godai.co.jp 

 



 
 

お問い合わせ 

 

当社のアプリケーションについてのお問い合わせは、このお問い合わせシートをコピーし、下記の事項をご記入

いただいたうえで、ユーザーサポート係までご連絡ください。 

 年 月 日 この紙を含めて（   ）枚 

 

  五大開発株式会社 

    ユーザーサポート係 

 

電話（直通）050-3385-2996 

FAX        (076) 240-9585 

御 社 名   

御 担 当 課  

御 担 当 者  

御 住 所   

電 話  

Ｆ Ａ Ｘ   

 プログラム名 ： GGRAPH  

 プログラムのシリアル No.*1 ：  

 プログラムのバージョン*2 ：  

 Windows のバージョン*3 ：  

 コンピュータの機種 ：メーカー名             機種名         CPU 名  

 全メモリ容量 ：  

 プリンタの機種 ：メーカー名          機種名  

 プロッタの機種 ：メーカー名          機種名  

 その他の周辺機器 ：  

 

 

[ お問い合わせ内容 ]  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

1.プログラムのシリアル No.は、プロテクトキーのタグに記載されています。 

2.プログラムのバージョンは、[ヘルプ]－[バージョン情報]で確認できます。 

3.Windows のバージョンは[PC]の[プロパティ]－[詳細情報]のシステムの項目で確認できます。 
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